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ライフスタイルデザイン研究センター



知識創造支援システム第3版導入作業と他作業の報告

福島清信

ライフスタイルデザイン研究センター

概要

知識科学教育研究センター技術職員の業務報告として通常業務の内容と 2011年 1月に稼働開始した知識創

造支援システム第3版の導入作業や2010年度に関わった作業について報告する。

なお、知識科学教育研究センターは 2011年4月のぞンター改組に伴い、ライフスタイルデザイン研究セン

ターに名称が変更となった。

l 通常業務

知識科学教育研究センターでの業務は知識創造支援システムをはじめ、大判プリンタ等、センターが保有

している機器の維持・管理が主となる。その内容はアプリケーション・計貰サーバ、ネットワーク機器をは

じめとした情報機器群や、視線追従装置、脳波計などの計測装置の維持管理、セミナ等の録画と VODサーバ

への登録、センタ一物品の貸出管理、用紙等消耗品の管理など多岐にわたる。

2 知識創造支援システム

2.1 知識創造支援システムとは

知識創造支援システムは、知識科学教育研究センターが知識社会のパイオニア養成機関で、ある知識科学研

究科および本学をサポートする立場から、最新の技術・機器・ソフトウェアを総合的に蓄積した 21世紀の高

等教育にふさわしい環境を構築し、知識創造実践教育を実施するとともに、社会に開かれた先導的大学とし

ての役割を担っていくために必要なシステムである。

2.2 知識創造支援システム第3版

2011年 1月から稼働しているシ

ステムである。図 1~図 5 のサブシ

ステム群で構成される。各サブシ

ステムはそれぞれのサブシステム

に必要な機器で構成される。 2010

年 12月末まで稼働していた第2版

の構成内容と比較すると、中規模

計算サーバ、無線LANIP電話シス

テムといった情報機器や VODシ

ステムなどは廃止となり、人間行

動分析システムや生体計測システ

ムの構成要素である計測機器類が

充実したシステムとなった。

付〉て行むヂ事予チ式テーフル
型ディスプレイ装置 (2)3次元超音波位置検出システム (3)床圧センサーシステム

アシスト/52インチカバー式 古河機械金属/超音波受信機他 古河機械金属/

事ツチパネル他 ゴロッヴセンサー他

{羽生体計測事ゲ 叢璽襲撃聖書 (6)全方向デジ初レカメラ
古河機械金属/ 震警護襲撃雲 ポイシトゲレーリサーチ/
ゲートウェー他 襲警護襲警 全方向デジ事ルカメラ (8)25眼デジ事ルカメラ

(5) 3次元カメラ
古河機械金属/
3次元カメラ他

Ladybug3 ポイシトゲレーリサーチ/

ProFUSION{カラ ) 

(7)赤外線サーモグラ7イ
装置
アピステ/
超小型熱画像センサ

図1.知識創造支援システム第3版概要 1
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|2生体計測システム|

(1)視線追従装置
ナッウイメージテウノロジー/
7イマルコゲEMR-9他

日立製作所/
ウェアラブル光トポグラフィ(22ch)

(4)赤外線サモグラフィ
NECAvio赤外線子ウノロジー/
ハンデイサーモ

図 2. 知識創造支援システム第3版概要2

|3統合型グループワーク支援システム | 

(1)7ラットベッドカラースキャナ
倉敷紡績(ウラボウ)/
AOサイズフラットベッド型フJレカラースキャナ

(2)告ッチ入力付水平ディスプレイ装置
目立アドバンストデジ初レ/
制御Yフトウェ7

(1)サテライトキャンパス教育研究支援用グルブウェア
東芝ソリューシヨン/KnoeledgeMeister Succeed V2 

図3.知識創造支援システム第3版概要3

|5演習室支援システム

16ユピキタス社会実現支援システム
(1)位置検出システム
日立製作所/AirLocation 

(2)人流解析システム
目立情報通信エンジニアリング/
人流解析システム(レザレず)

(3)骨yチパネル付文型ディスプレイ・システム
日本ピ'.7;ー/42型業務用液晶子Vλプレイ{人感セ〉廿寸せき)

図4. 知識創造支援システム第3版概要4
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3 

|5演習室支援システム

(1)演習室用コンピュ-;
目立製作所/

8000EI~e MT ICT 

|6ユピキタス社会実現支援システム
(1)位置検出システム
目立製作所/AirLocation 

位向検知サーベ

(2)人流解析システム
目立情報通信ヱンジニアリング/
人流解析システム(レーザレーダ)

(3)膏ッチパネル付大型ディスプレイ・システム
日本ビヲ告 142型業務用液晶子'{1.プレイ(人感セン廿ー付き)

図5.知識創造支援システム第3版 概要5

知識創造支援システム第3版の導入作業

知識創造支援システム第 3版は 2010年 12月末の第2版稼動停止直後から稼働開始となる。 図6はその導

入スケジュールで、ある。 12月から翌年 1月にかけてユーザの研究活動がより活発になることから、導入作業

の中でも特に搬入・備え付け作業は綿密かつ慎重に実施する必要があった。

まずシステム構築に必要な作業場所、機器の保管場所として利用出来る空間の調査を実施した。確保でき

た空間では全システムを一度に受け入れることができないため、各システムごとに搬入から設置・構築まで

の所要時間を調査した。 その調査結果とユーザの利用状況を踏まえて、各システムの作業タイミングを検討

した。

カラー・モノクロ複合機(2次元表現

システム)や位置検出システム(ユビキ

タス社会実現支援システム)などは、設

置箇所が知識科学研究科棟全域に渡り、

さらに第 2版からの継続システムであ

ることから作業内容は機器置き換えと

いう形になる。 ユーザ利用に支障が生

じないよう作業を実施する必要がある

ため、可能な限り短時間で円滑に作業

ができるよう撤去・設置スケジュール

の調整を行いユーザへのアナウンスを

行った。

8月 9月
ム

V システム構成、運庫検討 ' 

i 運用仕様書作成了

7 設計l開発、製造

11月 12月:2011年1月

• 1 1運用開始
E 

l 搬入、据え付け 1

7 設定作業

-E 待合テスト

図6.知識創造支援システム導入スケジュール

無線LANAPとIP電話システムやVODシステムなど、第2版をもって知識創造支援システムとしてのサ

ービスは終了するが、以後他センターがサービスを担うものについても、 当該センターの担当員と第 2版で

のシステム構成情報や機器の稼働状況を共有し、 ユーザへの告知を行った。

演習室支援システム・アプリケーションサービスシステムは情報科学センター (現:情報社会基盤研究セ
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ンター)が提供しているユーザ認証システムとの連携を行い、本学ユーザが違和感なく利用できるようにシ

ステム内容を検討し構築した。また、授業等で利用されることがあるため、授業に必要なアプリケーション

を調査し、インストールを行った。

4 その他設備の整備

実験室として利用する部屋の天井にケーブ

ルラダーを設置し実験内容に応じたケープ?ル

配線の作業性を向上させた。また、実験環境の

充実を図るため室内に小型防音室を設置した。

これらの設備も知識創造支援システムの導入

スケジュールやユーザの利用予定を踏まえな

がら、敷設作業スケジュールを計画した。

部材へのマーキングを主とした部材加工の

ニーズ、に応えるため、小型レーザ加工機の導入

を千子った。
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小型防音室

レーザー加工機

図7. その他設備の整備



遠隔教育研究センター



平成22年度講義アーカイブ収録システムの導入に関する報告

辻誠樹

遠隔教育研究センター

概要

講義アーカイブ収録システムは、多様なパックグラウンドに対応した大学院教育を実現するため、本学に

おいて実施される教室講義を収録し、体系的に整理された VODコンテンツによる講義アーカイブとして提

供するシステムである。

システム管理者によるスケジュール登録に基づいて、 VODコンテンツの生成、メディアコンパート処理、公

開処理、ストリーミング配信の一連の処理を自動的に行い、適切な権限が付与されたユーザによって、学内

ネットワークで視聴することができる。

本システムは、知識科学研究科 4講義室と 2コラボレーションルームにおける講義収録、遠隔講義および収

録モニタリングを実施するための設備である。

各教室の既設映像・音響設備と接続して HD品質映像の講義収録、遠隔講義や、収録映像および音声のリモ

ートでのモニタリングが実現できる。

また、平成 21年度に導入した講義収録管理システムと連携し、講義収録のスケジュール予約の実施および

自動的なコンテンツ配信が実現できるものである。

同 4講義室と 2コラボレーションルームの講義収録・配信については、平成 17年度知識創造支援システム

にて現在まで実施されており、本システムはその更改の位置づけにあたる。

1 講義アーカイブ収録システムの設置にあたって

本システムは、 HD品質の映像で講義の撮影および遠隔講義を可能とする TV会議システムや映像と音を

WMV形式にエンコードする収録システム，各種映像・音響機器から構成されており、これらの機器を、既

設映像・音響設備の使い方は従来通りのまま維持したうえで、講義の映像と音声の収録、遠隔講義の実施が

可能となるように既設設備と接続する方法を検討した。

各教室についてだが、既設映像機器として l台ないし複数台のプロジェクタ一、そのプロジェクターに入力

する映像を切り替えるためのスイッチャーなどが設置されている。また、音響機器としてマイクをはじめと

する複数の音源をミキシングするためのオーディオミキサーやオーデイオアンプ、スピーカなどが設置され

ている。

収録システムに入力する映像としては講師映像と資料映像があり、講師映像は TV会議システムのカメラが

撮影する講師を中心とした教室の映像を利用することとし、TV会議システムから直接収録システムに入力す

ることとした。資料映像は、各教室で主に利用されるプロジェクターで表示される映像を利用することとし、

映像スイッチャーの出力とプロジェクターの聞に映像分配器を設置し、そこから収録システムに入力するこ

ととした。添付資料 1 I図9映像設備配線参考図」を参照のこと。

収録システムに入力する音声としては、講師が話す音声と資料音声があり、各ワイヤレスマイクおよび集音

マイクが拾う音声と資料映像などを再生した際の音声をミキシングしたものを利用することとし、各教室の

オーディオミキサーの出力を TV会議システム経由で収録システムに入力することとした。添付資料 1 I図

10音響設備配線参考図」を参照のこと。
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遠隔講義の際には、 TV会議システムのコンソール映像をフ今ロジェクターで表示する必要がある。

各教室の既存設備には専用の操作ノえネルがあり、そのパネルで、映像スイッチャーを操作することによってプ

ロジェクターで表示する映像を切り替えている。今回、その操作パネルと映像スイッチャーの入力に空きが

あったため、そこに TV会議システムのコンソール映像出力を接続することによってプロジェクターで表示

できるようにした。

以下で、中講義室， K講 1• 2講義室， K講 3・4講義室，電算室，コラボレーションルーム 2，コラボレー

ションルーム 3と、教室ごとに簡単に既存設備，今回設置するシステム，映像・音声まわりの機器の接続に

ついて説明していく。

2 中講義室

この教室では、正面とその左右に設置されている 100インチ前後のスクリーンとプロジェクター，操作卓

の脇に設置されたラック内に収納された映像・音響機器が既存設備として運用されている。図 l参照のこと。

図 l中講義室既存設備

講義アーカイブ収録システムとして設置した機器は、図 2のとおりで、撮影用カメラと集音マイクを天井に、

収録システムや TV会議システムの本体などを操作卓内に設置した。
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図 2中講義室講義アーカイブ収録システム設備

収録システムに送る資料映像は、正面のプロジェクターで表示される映像を既設映像スイッチャーから取る

こととした。講師および資料音声は、既設オーディオミキサーの設定を変更して、収録システム向けのミキ

シング出力を用意しそこからとることとした。

TV会議システムのコンソール画面の表示については、操作パネルの「映像入出力I画面で iPC1Jを選択す

ると表示できるように TV会議システムと映像スイッチャーを接続することとした。

3 K1K2講義室， K3K4講義室

この 2つの教室は似た構成なので、主に K1K2講義室について見ていくと、 E面に設置されている 100イ

ンチ前後のスクリーンとプロジェクター，室内の操作卓内および室外の機器室に設置されたラック内に収納

された映像・音響機器が既存の設備として運用されている。図 3参照のこと。
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図 3KIK2， K3K4講義室既存設備

講義アーカイブ収録システムとして設置した機器は、図 4のとおりで、撮影用カメラと集音マイクを天井に、

収録システムや TV会議システムの本体などを機器室のラック内に設置した。

図 4KIK2， K3K4講義室講義アーカイブ収録システム設備

収録システムに送る資料映像は、正面のプロジェクターで表示される映像を既設映像スイッチャーから取る

こととした。講師および資料音声は、既設オーディオミキサーの空いていたミキシング出力からとることと

した。

TV会議システムのコンソール画面の表示については、操作ノtネルの「入出力切替スイッチ」画面で iWSJ

選択すると表示できるように TV会議システムと映像スイッチャーを接続することとした。
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4 電算室

この教室では、正面に 2つ並んで、設置されている 100インチ前後のスクリーンとプロジェクター，教卓内

と教室の壁際に設置されたラック内に収納された映像・音響機器が既存の設備とし運用されている。図 5参

照のこと。

図 5電算室既存設備

講義アーカイブ収録システムとして設置した機器は、図 6のとおりで、撮影用カメラと集音マイクを天井に、

収録システムや TV会議システムの本体などを壁際にあるラック内に設置した。

図 6電算室講義アーカイブ収録システム設備

収録システムに送る資料映像は、正面に向かつて左側のプロジェクターで表示される映像を既設映像スイッ

チャーからとることとした。講師および資料音声は、既設オーディオミキサーの設定を変更して、収録シス

テム向けのミキシング出力を用意しそこからとることとした。

TV会議システムのコンソール画面の表示については、映像スイッチャーの「入力 2Jが空いていたので、そ
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こに TV会議システムのコンソール映像出力を接続することとした。

5 コラボレーションルーム 2，3 

この 2つの教室は似た構成なので、主にコラボレーションルーム 3について見ていくと、正面に設置され

ている 150インチ前後のスクリーンとプロジェクター，教室の壁際に設置されたラック内に収納された映

像・音響機器が既存の設備として運用されている。図 7参照のこと。

図 7コラボレーションルーム 3既存設備

講義アーカイブ収録システムとして設置した機器は、図 8のとおりで、集音マイクを天井に、収録システム

や TV会議システムの本体などを壁際にあるラック内に設置した。

撮影用カメラについては、この教室は講義以外の目的で利用されることが多いため、利用目的に応じて適切

な場所に設置できることが好ましいと考え、カメラを天井に設置することはやめ、 30mの専用ケープ?ルで本

体と接続するにとどめた。
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図 8コラボレーションルーム 3講義アーカイブ収録システム設備

収録システムに送る資料映像は、正面のプロジェクターに表示される映像を既設映像スイッチャーからとる

こととした。講師および資料音声は、既設オーディオミキサーの設定を変更して、収録システム向けのミキ

シング出力を用意しそこからとることとした。

TV会議システムのコンソール画面の表示については、操作パネルの「マトリックス入出力切替」画面で「書

画」を選択すると表示できるように TV会議システムと映像スイッチャーを接続することとした。

6 まとめと今後の課題

本システムは、 2011年度より運用しており、すでに研究科セミナーなどを収録しコンテンツ配信を実施し

ている。懸案であった既設設備との接続についても各教室の映像・音響設備の使い方は従来通りのまま維持

したうえで、講義収録、遠隔講義および収録モニタリングが実施できている。

しかし、映像・音響設備の使い方を維持するために映像まわりおよび音声まわりの配線が冗長になっている。

そのため、余分な調整箇所，必要以上の配線量とラック内の過密状況と不具合の原因になりえる要素を抱え

てしまっている。今後は、そのあたりを見直す必要があると考えている。
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添付資料1

『諮義アー力イフ収時システム」中諮義軍 施工後映j象 21]1'12.28

図 9映像設備配線参考図

「誇義?-1Jイフj"~Q屯事シヌ子ム」中誇義軍 施工後盲声 2出

図 10音響設備配線参考図
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コンビュータオリンピアードの報告

但馬陽一

遠隔教育研究センター

l 概要

l.1 企画概要

北陸先端科学技術大学院大学 20周年記念イベントの一環として開催された国際コンヒ。ュータゲーム協会

主催のコンビュータオリンピアード(場所.石川県政記念しいのき迎賓館平成 22 年 9 月 30 日~1O月 2 日)に

おいて将棋と囲碁のコンヒ。ュータ同士の対戦および囲碁のプロ棋士とコンヒOュータとの対戦における解説の

模様をしいのき迎賓館より Ustreamで生中継した。また、対局の様子・コンビュータの画面を解説会場に出

力し、解説の補助画面にした。

1.2 業務内容

私が携わった業務は以下の通りです。

1) 電源・ネットワークなど、の打ち合わせ

2) システム構成の提案・機器の確保

3) 設営およびテスト

4) 運用(消耗品の取替、対局場所ー解説場所聞の各画面と音声の送出、 Ustramによる配信など)

5) 撤収作業

2 業務の詳細

2.1 電源・ネットワークなどの打ち合わせ

開催日 4ヶ月ほど前より関係者と打ち合わせを行う。ソフトウェア同士が競う大会のためパソコンの台数

が多く建屋既設のコンセントや電力契約では不足すると予想された。また会場にはインターネット・ LANの

環境がなかった。そのため会場の大まかなレイアウトなど現地の下見を何度か行い工事・タイムスケジュー

ノレなどの話を詰めていった。

また、イベントの機器構成を考えるに必要な各会場のレイアウト、解説会場における補助画面の表示、全

体のスケジュールなどを関係者(大会運営.飯田教授・飯田研究室、全体管理:総務課、工事:施設課、広報:広報

室、ネットワーク環境:情報科学センター、解説周りシステム・ストリーミング配信:遠隔教育研究センター)

からの要望をまとめ、システムの構成を考えた。

図 l コンビュータオリンピアードのスケジュール
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2.2 システム構成の提案・機器の確保

遠隔教育研究センターにある機器で、打ち合わせの要望に沿った機能・画面配置を考え提案する0

.具体的に打ち合わせで、要望された意見

1) 遠隔教育センターが従事する全3日の作業のうち、 1日目・ 2日目において、将棋および囲碁は解説と対

局をそれぞれ同ーの部屋で、行う。また、その様子をそれぞれUstreamでネット配信する。同じ動画をイベ

ントホーノレ(休憩所)のモニタに映す。

2) 遠隔教育センターが従事する全3日の作業のうち、 3日目において、イベントは囲碁のフOロ棋士とコン

ヒOュータの対戦のみ実施する。対局(lF)と解説(2F)は別部屋で行う。対局の様子は上から碁盤をとらえた

映像と、棋士と操作者と表情が分かるよう横からの映像の 2つ用意する O 対局室の音声は碁石を打つ音

まで欲しい。解説の様子を Ustreamでネット配信する。対局中は解説室の音声は対局室に一切出さない。

-システム構成

，JA1ST &JCG.A主主際イベント芝忠告二コンピューう若手ヱス澄要事幾三手争奪三コンどュー含オワンピアードゲーふき警護学芸室長察会議幸良Z4E(重量寺霊祭〈二主〉 幾重霊安菱喜義務
今手袋おま手段湾

i子ギャラワー8

図2 コンビュータオリンピアード・システム構成図

システム構成案を遠隔教育研究センター・関係者に提示し要求が満たされているかのチェック、追加要

望の有無などを確認した。作成にあたり遠隔配信に疎い関係者も現実感を持って情報共有できるよう写

真を多用した構成図を心掛けた。システムの特徴としてはテレビ会議システムを利用してい 2日目と 3

日目の異なる解説場所を簡単に切り替え動画・音声を送れるようにしたことである。

96 



2.3 設営およびテスト

図3 将棋ー対戦と解説室、 3日目の囲碁解説室の全景(2F) 図4 図3でのシステム

図5 囲碁ー対戦と解説室、 3日目の囲碁対戦室の全景(lF) 図6 図5でのシステム

図7 配信基地の様子(2F) 図 8 配信テスト時の操作画面の様子

テストの際にワイヤレスマイクを一日使い回すためバッテリーである充電式単四電池の充電が間に合わ

ないのではなし、かと懸念され急遅、アルカリ単四電池も用意した。

2.3 運用(消耗品の取替、対戦場所ー解説場所聞の各画面と音声の送出、 Ustreamによる配信など)

ト 2日目の運用

1)任意の PCの画面をプロジェクタに出力しつつテレビ会議システムに取り込み、解説の様子をテレ

ビ会議システムのカメラで撮影する。

97 



2)解説者の音声をワイヤレスマイクを使用し、室内拡声とテレビ会議システムに取り込む。

3)配信基地にて 1)と2)で取り込んだ各映像と音声をテレビ会議システムを通じUstream配信用のパソ

コンに取り込みストリーミング配信を行う。

4)ワイヤレスマイク・受信機の電池を適宜切り替える。

5)各関係者からの急な要望・ Ustreamの視聴ユーザーが掲示板に書く要望に備える。また要望があっ

たときには対応する。

1 • 2日目は以上のことを囲碁・将棋の 2会場行った。

3日目の運用

図 11 解説室の様子(2F) 図 12 対局室の様子(lF)

3日目の作業は 1・2日目の内容に加え、解説室と対局室が別となったことからスタッフがそれぞれの部

屋と配信基地に分かれ必要な画面の切り替えを行った。

Ustreamには掲示板機能があり、音量が小さい・画面をもう少しズームアップして欲しいなどの要望が書

かれ、直ぐに対応していた。また、 3日目には他のイベントからワイヤレスマイクの混信がありチャン

ネルを変え、混信チャンネルのボ、リュームを下げるなどの対応をした。

2.4 撤収作業

3日間に豆り学外で千子ったイベントだがシステムを解体し梱包・積み込みを最終日の 20時まで(イベン

ト終了後 3時間ほど)という制限で撤収した。

また、 Ustreamで配信した動画は同時に録画しており、イベント終了後は期間を定めてオンデマント配信

をした。
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まとめ

準備期聞から打ち合わせを繰り返し要望を精査かっ具体化し大会中も急な対応やシステム変更ができる

よう、また関係者に理解を深めてもらえるようイメージがしやすいシステム構成図を考案・構築した。

複数の関係者が関わっているので関係者同士の要望やその反映した結果に理解を深めてもらうためわか

りやすい提案をすることが重要と感じた。

考案の際にはトラブルが出ないよう気を付けていたが、実際には、テレビ会議システムからプロジェク

タまでの距離がレイアウトの都合で予想以上に長くなり信号が減衰し映らないというトラブルがあった。

同様のイベントがあったときには注意すべき点である。

Ustreamによる公式配信は初めてであり、学外でのイベントということもあって準備には時聞がかかった

が、配信そのものは比較的順調に進めることができた。

今回のレポートはコンヒOュータオリンピアードを一例に取り上げたが他の活動は本学遠隔教育研究セン

ターのホームページ(http://dlc.jaist.ac.jp/enkaku/index.php)で、活動報告レポートとして公表しています。
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